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現場型分析技術

海底下構造連続観測技術

熱水活動域のグランドトゥルースと
なる伊豆大島南方海域に試験システ
ムを構築。海底資源開発時に生じる
と想定される現象と類似の自然現象
を観測し、観測手法と観測システム
の機能を実証する。

近い将来に見込まれる海底資源開発の現場周辺でのモニタリングを効率よくかつ確実に実施する手法を検証
するために、グランドトゥルースとなる熱水活動域を有する大室だし周辺に、海中での安定した電力供給と確
実なデータ回収を実現することが可能なケーブル式観測プラットフォームを展開しこれを基軸に観測手法の評
価や観測機器の長期信頼性評価を実施することで観測手法の確立に寄与する。

○実施概要 無人探査機との複合観測技術

生態系長期モニタリング技術

堆積物層から海底の環
境を対象に物理化学計
測により環境変動のわ
ずかな兆候を検出し、
生態系変動につながる
前兆をいち早く検知す
る手法の確立を目指す。

・海底資源開発における効率的なモニタリング手法を提案
・国内に存在する最高水準の通信技術の海洋調査産業への導入
・ROV等を用いた海中作業技術を技術移転し民間の調査技術・作業技術の向上を図る

３．生態系調査・長期監視技術開発
③ケーブル式観測システムの開発 海洋研究開発機構

ケーブルシステムでカ
バーできないノード間
の環境情報を得るため
必要な、ケーブル式観
測プラットフォームと
無人探査機との複合観
測技術を開発。

○技術開発スケジュール
項 目 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30

試験システムの構築

個別観測・監視技術開発

要素技術開発

ケーブルシステム用機器製造

海域調査、ルート設計

敷設 検証

要素技術開発 プロトタイプ製作・試験
実海域試験

海底下での流体等の挙動を
理解するうえで不可欠な技
術である、地動・水圧観測
が行える稠密センサアレイ
システムの開発・製作およ
び実海域試験を実施。

熱水活動等の変化を長
期的に連続監視するた
めに不可欠な、海水に
含まれる複数元素成分
のリアルタイム分析を
可能とするための技術
開発及び実証試験を実
施。
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平成26年度進捗及び成果

ケーブル式観測システム本体及び展開する各観測機器について海域及び
陸域の調査を進めるとともに開発に必要な要素技術の開発を実施した。

大室だし周辺の海底地形調査

大室だし周辺の熱水活動マッピング

陸揚げ候補地点の選定



次世代海洋資源調査技術 －海のジパング計画－

平成26年度進捗及び成果

要素技術開発

高感度地震計センサパッケー

ジングとジンバルメカニズム
に関する検討

基幹ケーブルジャンクションボック

ス高出力給電分配ユニット開発評価

レーザー誘起ブレイクダ

ウン分光システムの長期
連続運用評価

生態系モニタリングシス

テムの構成検討と機器の
評価

ドッキング関連要素技術

と無人探査機要素技術の
研究開発

現場観測データ評価による

電気探査解析手法の検討
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研究開発の工程 ケーブル式観測システム

H26 H27 H28 H29 H30 H31以降機器開発

実用化・事業化産業展開等

標準化

A.ケーブル式観測プ

ラットフォーム

B.海底下構造

連続観測技術A

設計・開発、試作機の製造
実証試験

○国内外での使用

実績を上げる

○ISO等において

標準化が進む

○資源開発の

環境影響評
価手法に資

する手法の
確立とグラ
ン ド ト ゥ

ルースとな
る デ ー タ

セットの取
得を実現

実
証
試
験

市場調査

事業化計画立案

システム設計･開発

C.海底下構造

連続観測技術B

D.現場型分析技術

E.無人探査機との複

合観測技術

F.生態系長期

モニタリング技術

システム設計

手法検討、システム設計･開発

ドッキング技術･無人探査技術の開発

モニタリングユニットの開発

センサ試作･評価

展示会･学会等での周知

事業展開活動

国内外の動向調査

標準化のための

委員会活動への参加

システム製造

センサ製造

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
敷
設

システム製作･評価

システム作製

★ ★ ★
関連学会等： Techno Ocean, Oceans, Oceanology International, Underwater 
Technology, Offshore technology conference, The Society of Exploration Geophysicists            

★ ★ ★ ★

セ
ン
サ
ー
設
置

★ ★
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≪ケーブル式観測システム≫

平成27年度計画概要

・ケーブル式観測システムの主要な装置となるジャンクショ

ンボックスの主要機能の評価を完了

伊豆大島における観測システムの陸揚げ地点の検討を進めるとともに観測海域の詳細調査を実施
する。また、ケーブルシステムの開発においては、要素技術の検討検証に目途をつける。接続さ
れる観測機器群については前年に引き続き要素技術の検討と検証を進める。

・陸揚げ局選定作業の推進

・観測海域の潜航調査

・地動センサアレイの試作

・電磁気センサアレイのシステム設計・試作

・現場型分析解析装置の一部製造

・無人探査機との複合探査技術に必要なドッキング・ポジ

ショニング技術の検討

・生態系モニタリングシステムの構成機器の評価

H27=ケーブル式観測シス
テム主要機能の技術検証お
よび各観測手法の詳細検討
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≪ケーブル式観測システム≫
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平成27年度実施スケジュール


